
平成 27年 2月 13 日 武生のひ孫が韓国へ遠征中！ 

福井県のコウノトリ事業のルーツともいえる、クチバシの折れたコウノトリ「コウちゃ

ん」。昭和 45 年 12月に越前市白山地区に飛来・衰弱により保護され、兵庫県立コウノトリの郷公園

に移ってからは「武生」と名付けられたコウノトリです。「紫」という名前の娘と 4 羽の孫を授かり、

孫のうちの 1 羽は越前市により「しきぶ」と名付けられ現在でも元気に野外で繁殖中です。 

さて、そんな武生一族から吉報が届きました。なんと武生のひ孫（娘「紫」の娘「しきぶ」の息子 J0092）

の韓国への飛来が確認されたというのです。 

 

足環カタログでもプロフィール

が分かります。 

先日のときどき報告「おこちゃま

コウノトリの見分け方」でも紹介

した通り、中雨覆の最後列に近い数枚の羽根が黒褐色です。これは幼

鳥の特徴です。0 歳のコウノトリで、修学旅行に来たのでしょう。 

まだまだおこちゃまな彼ですが、頑張って日本と大陸のコウノトリの

遺伝子交流の架け橋になってほしいですね！！ 

目指せ、コウノトリ遺伝子大使！！ 
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